
１ プロローグ 練馬高野台駅～石神井公園駅間の連続立体交差事業 

 

 ２００７年にスタートした西武鉄道池袋線の練馬高野台駅から大泉学園駅間の連続立体 

交差事業は、２０１５年１月、鉄道の高架化工事により、事業区間、合わせて９箇所の踏 

切の除却が完了しました。 

 この事業は、交通渋滞を緩和し踏切事故を解消するとともに安全で快適な街づくりに大

きく寄与するものです。 

 

２ 事業の概要～「練馬高野台駅～大泉学園駅間」 

 

 西武鉄道池袋線では、１９７１年の都市計画決定以来、高架複々線化事業を進め、２０ 

０３年３月に桜台駅から練馬高野台駅間が完成し、延べ１９箇所の踏切を除却しました。 

 ２００５年に高架化を延伸する都市計画決定がなされ、この事業は２００７年に着工し 

ました。 

 練馬高野台駅付近から大泉学園駅付近までの約２．４㎞の区間で立体交差化を進め、こ 

のうち、練馬高野台駅付近から石神井公園駅付近までの約１．２㎞の区間を複々線化しま 

す。 

 事業区間内には、富士街道を始め交通量の多い幹線道路や通学路に指定されている踏切 

など、合わせて９箇所の踏切がありました。 

 この地域では、鉄道と交差する踏切が慢性的な交通渋滞を起こし、大きな問題となって 

いました。 

 本事業は、鉄道を高架化して、事業区間にある９箇所の踏切をなくすとともに、３本の 

都市計画道路と立体交差します。 

 

３ 平成１９年度～２６年度の推移 

 

 事業は、２００７年８月から複々線化区間の工事を進めました。 

そして、２０１０年２月に上り線を高架線路に切替え、２０１１年４月の下り線の高架 

切替により、事業区間６箇所の踏切を除却しました。 

併せて、石神井公園駅では新しい駅施設の使用を開始しました。 

池袋線は複々線化の完成により、２０１３年３月のダイヤ改正で横浜方面への直通運転 

を開始、より便利で使いやすい鉄道になりました。 

２０１５年１月に残り３箇所の踏切を除却しました。 

仮線の撤去後は、側道が整備されます。 

 

 



４ 事業効果 

 

沿線地域では、この事業により慢性的な交通渋滞が解消され、道路と鉄道それぞれの安全 

性が向上しました。 

 また、急行停車駅である石神井公園駅まで複々線化を延伸することにより、ラッシュ時 

の混雑緩和や所要時間の短縮が図られました。 

 さらに、これまで鉄道により隔てられていた市街地の一体化により、新たな土地が生み 

出され、南口駅前広場が完成。地域の開発が活性化し、高架下の利用など、安全で快適な 

街づくりが促進されます。 
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